
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

第
68
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
が
11
月

11
日
に
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
（
主
催
：

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
岩
手
県
共
同

募
金
会
・
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
）
さ
れ
、
社
会
福
祉
関
係
者
等
、
約

１
，
４
０
０
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
物
故
社
会
福
祉
事
業
関
係

者
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
永
年
の
社

会
福
祉
事
業
推
進
の
功
績
に
よ
り
、
２
５

６
名
、
19
団
体
、
３
組
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
「
ク
ラ
ウ
ン
（
道
化

師
）
が
語
る　

〜
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め

に
、
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ

ン
協
会
理
事
長
の
大
棟
耕
介
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
５
年
目
を
迎

え
た
中
で
、「
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
」

の
た
め
、
大
会
宣
言
で
は
、「
一
、
被
災

者
や
、
制
度
の
は
ざ
ま
で
困
窮
す
る
人
々

が
抱
え
る
様
々
な
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
、
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
な

ど
に
加
え
て
、
制
度
に
よ
ら
な
い
住
民
主

体
の
活
動
や
、
福
祉
に
関
わ
る
事
業
者
の

連
携
協
働
の
も
と
に
、
新
た
な
支
援
策
を

積
極
的

に
展
開

す
る
こ

と
」、「一
、

福
祉
教

育
の
推

進
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

様
々
な
分
野
の
組
織
、機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

生
活
・
福
祉
課
題
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長　

桑
島

　博

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
津
波
の
発
生

か
ら
五
度
目
の
新
年
を
迎
え
、
沿
岸
被

災
地
で
は
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
は

じ
め
、
復
興
に
向
け
た
取
組
み
が
懸
命

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
な
お
多
く
の
方
々
が
生
活
の
再

建
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
県
社
協
と
し

て
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添

い
、
共
に
復
興
に
向
け
た
歩
み
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い

を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
福
祉
の
情
勢
全
般
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
近
年
、
我
が
国
で
は
、

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
人
口
減
少

等
が
進
む
中
で
、
社
会
的
孤
立
や
生
活

困
窮
な
ど
、
多
様
か
つ
複
合
的
な
要
因

に
よ
る
様
々
な
生
活
・
福
祉
課
題
が
顕

在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
や
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

さ
ら
に
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
取
組
み

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の

観
点
か
ら
は
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の

向
上
や
財
務
規
律
の
強
化
な
ど
に
加
え

て
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
公
益
的
な

活
動
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
共
通
す
る
の
は
、

縦
割
り
の
弊
害
を
な
く
す
た
め
に
、
多

様
な
主
体
が
連
携
し
、
各
種
制
度
や
地

域
の
資
源
を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
、
制
度

間
の
す
き
ま
を
埋
め
よ
う
と
す
る
理
念

で
あ
り
、
そ
の
推
進
の
舞
台
と
な
る
の

は
、
正
に
私
た
ち
が
住
む
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

十
分
に
踏
ま
え
て
、
社
会
福
祉
関
係
者

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
主
体
の
協
働

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
県
社
協

が
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
力
を
尽
く
し
、
豊
か
な
福
祉

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
常
に
前
向
き

な
姿
勢
で
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
、
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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